
新
し
い
年
が
明
け
た
１
月

７
日
（
土
）
～
８
日
（
日
）
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
日

本
残
像
」
の
展
示
会
が
催
さ

れ
た
。

「
日
本
残
像
」
は
放
送
大

学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
ち

り
め
ん
本
」
と
「
古
写
真
」

の
貴
重
な
資
料
を
、
全
国
の

学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
巡
回

し
な
が
ら
展
示
し
て
い
る
催

し
で
あ
る
。

「
ち
り
め
ん
本
」
は
明
治

時
代
に
長
谷
川
武
次
郎
が
考

案
し
た
非
常
に
珍
し
い
絵
本

で
あ
る
。
和
紙
に
木
版
多
色

刷
り
の
挿
絵
と
英
語
な
ど
の

外
国
語
を
活
版
印
刷
し
た
上

で
、
独
特
の
加
工
を
施
す
こ

と
に
よ
っ
て
縮
緬
布
の
よ
う

な
細
か
な
し
わ
と
手
触
り
を

持
た
せ
て
い
る
。
絵
本
の
内

容
は
日
本
の
昔
話
が
多
く
、

和
綴
じ
を
し
た
「
桃
太
郎
」

や
「
浦
島
」
な
ど
の
和
装
本

は
、
外
国
人
が
土
産
と
し
て

買
い
求
め
た
り
、
輸
出
を
し

た
り
し
て
、
日
本
を
紹
介
す

る
貴
重
な
資
料
と
し
て
喜
ば

れ
た
。
ち
り
め
ん
本
は
絵
本

の
他
、
小
泉
八
雲
の
物
語
や

暦
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
る
。

触
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
紙

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
軟
ら
か

く
て
、
し
な
や
か
な
風
合
い

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
古
写
真
」
は
江

戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て

ベ
ア
ト
や
ス
テ
ィ
ル
フ
リ
ー

ト
な
ど
、
我
が
国
に
最
初
に

本
格
的
な
写
真
技
術
を
も
た

ら
し
た
写
真
師
が
、
近
代
化

へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
日
本

の
風
景
を
数
多
く
撮
影
し
、

記
録
し
た
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
ベ
ア
ト
や
ス
テ
ィ

ル
フ
リ
ー
ト
は
玉
村
康
三
郎

や
岡
本
六
平
な
ど
の
日
本
人

写
真
師
に
も
技
術
を
教
え
、

東
京
、
横
浜
、
奈
良
、
京
都

な
ど
の
日
本
の
風
景
や
東
海

道
な
ど
の
街
道
や
宿
場
の
人
々

な
ど
生
活
風
俗
を
伝
え
る
写

真
を
た
く
さ
ん
残
し
て
い
る
。

古
写
真
を
展
示
し
て
あ
る
部

屋
に
は
、
明
治
時
代
に
作
ら

れ
た
と
い
う
左
右
の
２
眼
レ

ン
ズ･

カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ

た
ス
テ
レ
オ
写
真
も
展
示
さ

れ
て
い
た
。
特
殊
な
眼
鏡
で

見
る
と
、
明
治
の
風
景
や
風

俗
が
立
体
的
に
浮
か
び
上
が

り
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

８
日
に
は
８
階
講
堂
で
、

放
送
大
学
の
川
島
絹
江
客
員

教
授
に
よ
る
「
『
源
氏
物
語
』

の
花
と
女
性
た
ち
」
と
題
す

る
公
開
講
演
会
も
催
さ
れ
、

満
席
の
聴
衆
が
熱
心
に
聴
き

入
っ
て
い
た
。

（
冬
木
）

１
月
20
日
（
金
）
～
29
日

（
日
）
ま
で
単
位
認
定
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。
試
験
日
時

等
を
確
認
し
、
試
験
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
下

さ
い
。

な
お
、
1
月
27
日
（
金
）

及
び
1
月
31
日
（
火
）
は
臨

時
閉
所
と
な
り
ま
す
。

２
月
13
日
（
月
）
か
ら
平

成
29
年
度
第
１
学
期
の
科
目

登
録
申
請
が
始
ま
り
ま
す
。

登
録
申
請
は
①
郵
送
、
又
は

②
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
お

願
い
し
ま
す
。

〆
切
は
、
①
郵
送
の
場
合

2
月
27
日
（
月
）
（
大
学
本

部
必
着
）
、
②
シ
ス
テ
ム
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
場
合
は
２
月

28
日
（
火
）
24
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｂ
Ａ
で
の
登
録
申
請
の
場
合

は
、
期
間
内
で
あ
れ
ば
申
請

内
容
を
変
更
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出
願

の
受
付
は
第
１
回
が
２
月
28

日
（
火
）
、
第
２
回
が
３
月

20
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
是
非

ご
紹
介
下
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄

謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン

･

キ
ャ
ン
パ
ス
と
学
習
相
談

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日

時
＝
２
月
４
日
（
土
）

14
時
～

内

容
＝
大
学
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体

験
談
、
面
接
授
業
・
図
書

室
見
学
、
個
別
相
談

看
護
師･

准
看
護
師
の
方

の
た
め
の
個
別
相
談
会
を
左

記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

日

時
＝
２
月
16
日
（
木
）

10
時
～

場

所
＝
放
送
大
学
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
９
階

第
３
講
義
室

対

象
＝

①
学
士
（
看
護
学
）
取
得
を

考
え
て
い
る
方

②
看
護
師
国
家
試
験
の
受
験

を
目
指
す
准
看
護
師
の
方

予
定
時
間
＝
１
人
30
分
程
度

希
望
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
、
又
は
電
話
048
―
650
―

２
６
１
１
に
て
お
申
込
を
し

て
下
さ
い
。

日
時
＝
２
月
５
日
（
日
）

14
時
～
16
時

演
題
＝
「
正
し
く
怖
が
る
第

４
回

『
宇
宙
防
衛
軍
!?

―
宇
宙
を
正
し
く
怖
が
る
―
』
」

講
師
＝
大
朝
由
美
子
（
埼
玉

大
学
准
教
授
）

日
時
＝
２
月
19
日
（
日
）

14
時
～
16
時

演
題
＝
「
正
し
く
怖
が
る
第

５
回

『
放
射
線
と
放
射
能
』
」

講
師
＝
永
澤

明
（
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
客
員
教

員
）
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「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」

笹
原
誠
二

昨
年
の
11
月
13
日

（
日
）
、
私
は
巴
波

川
が
流
れ
る
町
、
栃

木
を
訪
れ
た
。
以
前

か
ら
「
と
ち
ぎ
秋
ま

つ
り
」
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
山

車
勢
揃
い
」
を
ぜ
ひ
見
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
だ
。

こ
の
秋
祭
り
の
山
車
勢
揃

い
を
見
る
た
め
、
今
ま
で
秋

に
３
度
訪
れ
た
が
、
前
回
は

生
憎
の
雨
で
山
車
会
館
や
御

仮
屋
に
避
難
し
た
山
車
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

今
年
は
幸
い
に
も
上
天
気
に

恵
ま
れ
、
し
か
も
２
年
毎
の

山
車
巡
行
が
行
わ
れ
る
の
だ
。

勇
ん
で
妻
と
２
人
で
電
車
に

乗
り
込
ん
だ
。
栃
木
駅
前
や

中
央
会
場
の
お
囃
子
を
聞
い

た
後
、
山
車
の
勢
揃
い
と
巡

行
出
発
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

こ
の
「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」

は
、
江
戸
と
の
舟
運
や
日
光

街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え

た
「
小
江
戸
・
栃
木
」
に
商

人
の
心
意
気
が
伝
統
と
し
て

育
ま
れ
、
明
治
26
年
に
栃
木

県
最
初
の
商
業
会
議
所
開
設

認
可
を
記
念
し
て
、
当
時
６

台
あ
ま
り
の
山
車
の
巡
行
・

競
演
が
行
わ
れ
、
町
を
あ
げ

て
の
秋
祭
り
と
な
っ
た
の
だ
。

絢
爛
豪
華
な
山
車
が
蔵
の
街

並
み
を
競
い
合
っ
て
巡
行
す

る
様
は
、
往
時
の
栄
え
た
栃

木
の
町
を
今
に
彷
彿
さ
せ
る

光
景
で
あ
る
。

こ
の
祭
り
の
一
番
の
見
所

は
「
ぶ
っ
つ
け
」
と
言
わ
れ

る
山
車
の
お
囃
子
の
競
演
で

あ
る
。
複
数
の
山
車
が
対
局

し
て
、
山
車
の
引
き
手
な
ど

が
提
灯
や
扇
子
を
振
り
か
ざ

し
て
相
手
方
に
掛
け
声
を
か

け
な
が
ら
、
鉦
、
太
鼓
、
笛

で
懸
命
に
お
囃
子
を
盛
り
上

げ
る
。
そ
の
中
で
お
囃
子
の

調
子
が
外
れ
た
山
車
は
、
相

手
方
に
巡
行
す
る
道
を
譲
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん

な
約
束
事
に
従
う
と
い
う
し

き
た
り
が
、
こ
の
お
祭
り
の

雰
囲
気
を
な
お
一
層
盛
り
上

げ
て
い
る
と
私
は
思
う
の
で

あ
る
。

学生手帳

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

平
素
は
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
事
務

運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
が
新
た

な
ス
タ
ー
ト
の
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は

10
周
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
終
え
ま
し

た
。
今
後
も
、
更
な
る
飛
躍
を
図
る
べ
く

皆
様
の
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
渋
谷
所

長
の
積
極
的
な
運
営
に
よ
り
、
更
な
る
変

革
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
所
属
の
学
生
団
体
・
埼

玉
同
窓
会
・
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

教
職
員
の
皆
様
と
の
連
携
を
強
化
し
、
一

層
の
連
体
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
更
な
る
発
展
に
皆
様
の

ご
意
見
を
賜
り
、
運
営
に
反
映
で
き
る
よ

う
な
組
織
体
制
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
同

時
に
身
の
丈
を
弁
え
た
運
営
を
心
掛
け
て

参
る
所
存
で
す
。

４
月
の
新
学
期
に
は
、
新
た
に
多
く
の

仲
間
が
参
加
し
て
下
さ
る
よ
う
、
各
学
生

団
体
の
更
な
る
募
集
活
動
に
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く
世
の
中
は
、

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
ア
メ
リ
カ
大

統
領
就
任
に
伴
い
、
世
界
情
勢
は
大
き
く

変
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な
く
、
ロ

シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
や
中
国
の
習
近

平
主
席
と
の
外
交
交
渉
に
、
安
倍
首
相
の

手
腕
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

今
年
こ
そ
、
こ
び
り
つ
い
て
い
る
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
や
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化

へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、
日
本
経
済

の
新
た
な
成
長
と
積
極
的
平
和
主
義
を
更

に
推
し
進
め
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
各
位
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

平
成
29
年
新
年
の
あ
い
さ
つ

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

平
成
29
年
度
第
１
学
期

学
生
を
募
集
中

Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
結
集
し
て
お
ら

れ
る
す
べ
て
の
学
生
、
同
窓

生
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
面
接
授
業
に
、
サ
ロ

ン
に
、
公
開
講
演
会
に
、
サ
ー

ク
ル
活
動
に
、
フ
ェ
ス
タ
に

と
、
ど
う
ぞ
積
極
的
に
ご
参

加
下
さ
い
。

紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て

今
年
の
抱
負
、
期
待
を
い
く

つ
か
申
し
述
べ
ま
す
。

ま
ず
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
＝
も
っ
と
い
ま
以
上
に

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
ご
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
生
目

線
に
立
っ
て
工
夫
を
加
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
図
書
室
の
利
用
に

関
す
る
こ
と
と
か
、
何
で
あ

れ
カ
ウ
ン
タ
ー
、
窓
口
、
あ

る
い
は
私
に
直
接
ご
提
案
、

ご
指
摘
く
だ
さ
い
。
あ
と
は
、

秋
の
「
学
生
研
修
旅
行
」
が

晴
れ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

（
今
年
は
長
野
方
面
に
し
ま

し
ょ
う
か
）
。

次
に
個
人
的
な
観
点
か
ら

＝
３
年
前
の
定
年
退
職
し
た

お
り
の
決
意
の
一
つ
で
あ
る

カ
ン
ト
研
究
の
ま
と
め
を
、

今
年
中
に
仕
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
前
に
、
３
月

末
の
放
送
大
学
の
第
九
演
奏

会
に
１
合
唱
団
員
と
し
て
参

加
し
、
い
い
演
奏
を
実
現
し

た
い
で
す
ね
。
あ
と
は
、
も

う
少
し
碁
も
強
く
な
り
た
い
。

日
本
に
つ
い
て
＝
交
通
事

故
死
者
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に

近
づ
く
よ
う
に
減
ら
し
、
他

方
、
年
２
万
５
千
人
ほ
ど
が

自
ら
命
を
絶
つ
自
死
の
増
加

に
国
家
的
な
対
策
を
立
て
る

こ
と
。
明
る
い
話
題
で
い
え

ば
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本
チ
ー
ム

が
優
勝
す
る
こ
と
。
青
年
に

夢
の
あ
る
社
会
を
築
く
こ
と
。

世
界
に
つ
い
て
＝
カ
ン
ト

が
２
２
２
年
前
に
提
唱
し
た

人
類
の
永
遠
平
和
に
、
一
歩

で
も
近
づ
き
ま
す
よ
う
に
。

そ
の
た
め
に
も
、
宗
教
対
立

が
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
、

祈
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
今
年
の
抱
負
、

期
待
は
何
で
し
ょ
う
か
。

新
年
へ
の
期
待埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

渋
谷
治
美

単
位
認
定
試
験

１
月
20
日
か
ら
開
始

科
目
登
録
の
手
続
き

２
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で

オ
ー
プ
ン･

キ
ャ
ン
パ
ス

と
学
習
相
談
を
開
催

魚
住
孝
至
放
送
大
学
教
授

は
最
初
に
、
『
奥
の
細
道
』

に
つ
い
て
問
題
提
起
を
さ
れ

ま
し
た
。
な
ぜ
奥
羽
行
脚
だ
っ

た
の
か
。
奥
羽
行
脚
の
中
で

何
を
体
験
し
た
か
。
な
ぜ

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
は
書
か

れ
た
か
。
籠
め
ら
れ
た
思
想

は
何
か
。
後
世
へ
の
影
響
は

何
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を

芭
蕉
の
年
譜
を
パ
ネ
ル
で
辿

り
な
が
ら
そ
の
時
々
の
思
考

の
変
化
、
高
ま
り
を
考
察
さ

れ
ま
し
た
。

芭
蕉
は
46
歳
（
元
禄
２
年
）

の
春
か
ら
約
１
５
０
日
間
の

奥
羽
行
脚
の
旅
に
出
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
紀
行
文
と
し
て
書

か
れ
た
の
は
４
年
後
の
元
禄

６
年
２
月
か
ら
７
月
の
間
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
12
月
「
自
筆
本

奥
の
細
道
」
が
出
現
し
ま
し

た
。
夥
し
い
訂
正
の
貼
紙
が

あ
り
ま
す
が
、
芭
蕉
は
上
質

な
紙
に
最
初
清
書
の
積
り
で

書
い
て
い
ま
す
。
当
時
放
送

大
学
生
で
あ
っ
た
私
は
、
ゼ

ミ
の
学
生
８
人
で
曽
良
本
、

素
龍
清
書
本
、
自
筆
本
の
３

本
を
並
べ
て
一
字
づ
つ
字
比

べ
を
し
ま
し
た
。
地
味
な
作

業
で
し
た
が
、
芭
蕉
の
推
敲

過
程
が
分
か
り
、
感
動
し
た

事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

『
奥
の
細
道
』
は
月
日
が

永
遠
に
流
転
す
る
中
で
人
生

も
ま
た
旅
と
み
る
宇
宙
観
、

人
生
観
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸
奥
の
歌
枕
の
跡
を
訪
ね
そ

の
変
わ
り
よ
う
に
触
れ
、
故

人
の
心
に
触
れ
て
、
そ
の
中

で
時
の
移
り
行
く
様
に
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
旅

の
あ
と
不
易
流
行
、
人
生
回

顧
、
風
雅
論
等
の
思
想
の
高

ま
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
芭
蕉

の
全
思
想
、
生
き
た
証
が
こ

の
一
冊
に
収
斂
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
の
旅
で
故
郷
の
兄
に

送
る
た
め
の
素
龍
清
書
本
は

枡
形
本
で
、
題
簽
は
芭
蕉
自

ら
記
し
た
「
お
く
の
ほ
そ
道
」

で
す
。
そ
れ
は
、
古
今
集
以

来
連
綿
と
連
な
る
日
本
の
文

学
の
伝
統
に
繋
が
り
た
い
と

希
求
し
た
芭
蕉
の
思
い
が
、

形
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

公
開
講
演
会

「
『
奥
の
細
道
』
に
こ
め
た
芭
蕉
の
思
い
」
を
聞
い
て

榊
原
敏
子

看
護
師･

准
看
護
師
等
に

係
る
個
別
相
談
会

公
開
講
演
会
（
２
月
）

放
送
大
学
・
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂



日
時
＝
３
月
15
日
（
水
）

演
題
＝
「
日
本
の
古
典
文
学

の
魅
力
第
５
回

『
枕
草
子
』

の
季
節
―
ホ
ト
ト
ギ
ス
が

鳴
く
頃
」

講
師
＝
赤
間
恵
都
子
（
十
文

字
学
園
女
子
大
学
教
授
）

日
時
＝
３
月
４
日
（
土
）

内
容
＝
「
秩
父
の
祭
り
―
現

状
と
課
題
」

場
所
＝
長
瀞
町
中
央
公
民
館

講
師
＝
柳

正
博
（
元
埼
玉

県
立
歴
史
と
民
族
の
博

物
館
副
館
長

◎
サ
ロ
ン
は
ん
も
と

半
本
秀
博
客
員
教
員

日
時
＝
２
月
12
日
（
日
）

14
時
～
16
時
半

場
所
＝
８
階
講
堂
Ａ

内
容
＝
Ｄ
Ｎ
Ａ
塩
基
に
起
因

す
る
突
然
変
異
と
生
物
多

様
性

◎
サ
ロ
ン
な
が
さ
わ

永
澤

明
客
員
教
員

日
時
＝
２
月
26
日
（
日
）

14
時
半
～
17
時

場
所
＝
８
階
講
堂
Ａ

内
容
＝
「
複
雑
な
分
子
」
錯

体
の
実
例
や
形
成
の
仕
組

◎
サ
ロ
ン
し
ぶ
や

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
魅
力
」

渋
谷
治
美
セ
ン
タ
ー
所
長

場
所
＝
第
１
講
義
室

14
時
～
16
時

⑨
＝
２
月
16
日
（
木
）

⑩
＝
３
月
16
日
（
木
）

★
２
月
24
日
（
金
）
13
時
～

新
年
度
活
動
計
画
案
策
定

★
３
月
24
日
（
金
）
13
時
～

総
会
＝
新
年
度
の
役
員
体

制
、
活
動
計
画
等
の
審
議

★
定
例
勉
強
会
＝
２
月
５
日

（
日
）
、
12
日
（
日
）

★
３
月
24
日
（
金
）･

25
日

（
土
）
＝
栃
木
県
立
文
書

館
へ
研
修
旅
行

★
２
月
14
日
（
火
）
＝

定
例
会
＆
勉
強
会

勉
強
会
テ
ー
マ
＝
「
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
世
代

継
承
性
）
の
新
し
い
測
定

法
～
高
齢
期
の
幸
福
に
つ

い
て
～
」

★
２
月
16
日
（
木
）

イ
ベ
ン
ト
＝
「
造
幣
局
と

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館

見
学
」

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

★
２
月
７
日
（
火
）
、
14
日

（
火
）
＝
第
５
講
義
室

★
２
月
21
日
（
火
）
＝
第
３

講
義
室

★
２
月
２
日
（
木
）･

17
日

（
金
）･

24
日
（
金
）
＝
第

１
講
義
室
・
10
時
～
17
時

大
雪
の
便
り
が
次
々
と
届

い
て
い
ま
す
。
寒
さ
と
闘
い
、

試
験
勉
強
に
取
り
組
む
学
生

諸
氏
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
冬
）

第４８号 学 生 新 聞 平成２９年１月１８日2

「
権
力
の
館
を
考
え
る
」

を
学
ん
だ
こ
の
半
年
間
で
、

西
園
寺
公
望
の
坐
漁
荘
、
鳩

山
一
郎
の
音
羽
御
殿
、
そ
し

て
岸
信
介
の
東
山
旧
岸
邸
の

３
か
所
を
見
学
し
た
。

「
館
」
と
は
字
引
に
よ
る

と
、
「
身
分
の
高
い
人
の
邸

宅
」
と
あ
る
。
今
回
の
場
合
、

政
治
活
動
に
携
わ
っ
た
政
治

指
導
者
の
活
動
拠
点
と
解
釈

し
た
。
館
を
見
れ
ば
、
そ
の

人
の
心
構
え
が
解
る
。
ま
た
、

権
力
者
は
孤
独
な
場
合
が
多

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
主
の

気
持
ち
を
推
測
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
以
上
の
３
人
が
そ

の
邸
宅
を
生
活
の
場
と
し
な

が
ら
、
夫
々
が
異
な
っ
た
形

で
利
用
し
た
こ
と
は
、
大
変

興
味
深
い
。

西
園
寺
は
東
京
と
距
離
を

へ
だ
て
た
静
岡
県
の
興
津
町

と
い
う
閑
静
な
場
所
を
選
び
、

太
平
洋
を
眺
め
、
思
索
と
自

ら
の
趣
味
生
活
を
楽
し
み
な

が
ら
、
元
老
と
し
て
の
役
割

を
果
た
そ
う
と
し
た
。
ま
た
、

興
津
町
か
ら
比
較
的
近
い
薩

垂
峠
か
ら
は
、
富
士
山
の
絶

景
を
堪
能
す
る
こ
と
も
で
き

た
で
あ
ろ
う
。
西
園
寺
の
全

盛
期
に
は
、
政
治
家
は
も
と

よ
り
各
界
の
著
名
人
が
次
々

に
坐
漁
荘
を
訪
ね
、
貴
重
な

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
大
正
の
末
期
以

降
に
な
る
と
、
軍
部
や
右
翼

の
台
頭
に
よ
る
暗
殺
や
テ
ロ

が
相
次
ぎ
、
満
洲
事
変
や
支

那
事
変
な
ど
が
次
々
に
起
こ
っ

て
激
動
の
時
代
と
な
っ
た
。

西
園
寺
の
目
指
す
、
米
英
な

ど
と
の
国
際
協
調
主
義
に
よ

る
政
治
を
十
分
に
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

鳩
山
は
第
２
次
大
戦
後
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
公
職
追
放
の
処

分
を
受
け
る
が
、
追
放
の
解

除
後
、
政
界
へ
の
復
帰
、
保

守
合
同
、
首
相
の
座
に
つ
い

て
日
露
国
交
回
復
、
国
連
へ

の
加
盟
と
政
治
活
動
を
展
開

す
る
。
そ
の
活
動
の
場
と
し

て
、
こ
の
館
を
利
用
し
た
。

岸
は
昭
和
35
年
、
日
米
安

保
条
約
の
改
定
後
、
不
本
意

な
引
退
を
し
て
か
ら
約
10
年

後
に
御
殿
場
に
居
を
か
ま
え

た
。
戦
前
は
満
洲
の
開
拓
、

戦
中
は
東
条
内
閣
の
商
工
大

臣
、
東
条
と
の
意
見
の
相
異
、

戦
後
は
戦
犯
と
し
て
巣
鴨
ぐ

ら
し
、
そ
の
後
政
界
に
復
帰

し
て
保
守
合
同
、
後
に
は
首

相
に
ま
で
駆
け
上
っ
た
。
首

相
辞
任
後
も
、
再
び
機
会
が

あ
れ
ば
首
相
に
カ
ム
バ
ッ
ク

し
た
い
と
の
執
念
が
邸
宅
の

建
設
に
現
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
吉
田
茂
の
大
磯

邸
は
不
幸
に
し
て
焼
失
し
た

が
、
今
に
残
っ
て
い
れ
ば
興

味
あ
る
館
で
あ
つ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
後
、
池
田
、
田
中
、

三
木
、
中
曽
根
と
本
宅
や
別

宅
が
権
力
の
館
と
し
て
利
用

さ
れ
た
が
、
公
開
さ
れ
て
い

な
い
。
国
家
国
民
に
尽
く
す

こ
と
を
使
命
と
し
た
政
治
家

の
館
で
、
公
開
さ
れ
て
い
る

事
例
は
比
較
的
少
な
い
。
ま

た
、
政
治
指
導
者
が
死
亡
し

た
後
、
遺
族
や
関
係
者
の
考

え
方
に
よ
っ
て
は
、
当
人
の

政
治
的
な
功
績
と
は
関
係
な

い
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
事

例
が
散
見
さ
れ
る
。

以
上
、
「
権
力
の
館
」
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
時
代
と

そ
の
政
治
家
の
功
罪
や
現
近

代
史
に
つ
い
て
学
習
の
幅
を

広
げ
ら
れ
た
こ
と
は
収
穫
で

あ
っ
た
。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

編
集
後
記

今回のサロンは出席者が14名と、少し

淋しかったが、その分、和やかな雰囲気

で話が進められた。

前半は先生が指導している合唱団が、

11年前、ウィーンで演奏した時のＤＶＤ

を観た。ウィーンはモーツァルトやベー

トーベンなどが活躍した音楽の都であり、

今も世界中のクラシック音楽ファンがこ

の地を訪れる。しかも、この公演は世界

遺産であるシュテファン大聖堂で行われ

たものである。

ＤＶＤでは、今より少し若い茂木先生

が少し緊張気味で指揮している姿が映っ

ている。他方、歌っている合唱団は日本

から参加した団員と、現地ウィーンの団

員からなる混成合唱団である。日本から

参加した団員は、緊張しながらも、一生

懸命に歌っていたのが印象的である。こ

の様に、大聖堂で堂々と歌えるというこ

とは、日本でかなりハードな練習を積み

重ねてきたのであろうと思われる。

また、今回の公演が劇場でなく教会で

行われたことに意

義があるのではな

いだろうか。西洋

音楽の合唱の初め

は教会で歌うため

に作られたもので

ある。教会という

狭い空間の中で高

い天井越しに天まで響くような歌声は神

秘的でさえある。

茂木先生はサロンの中で、「音楽的宇

宙」という事を話されたが、まだ理解で

きていない。教会の中で宇宙に広がるよ

うな歌声も「音楽的宇宙」のような気が

する。「音楽的宇宙」は来期の茂木先生

の面接授業のテーマであるので、そこで

詳しく学びたい。

後半は先生の指導でクリスマスに歌う

ような曲を２曲練習した。先生の話が面

白かったこともあり、次回の参加を希望

する人が多かった。次回はもっと多くの

人に参加してもらいたい。楽しいですよ！

茂木サロン「音楽的宇宙」

湯本修己

囲
碁
専
科

街
灯
の
笠
の
く
す
み
や
冬
日
影

八
重
子

御
降
の
絹
の
音
し
て
上
が
り
け
り

安

代

嫁
の
座
も
古
り
て
角
な
る
ご
ま
め
か
な

と
く
江

三
代
の
席
定
ま
り
て
小
殿
原

光

娥

田
作
の
反
り
た
る
海
の
匂
い
か
な

十

詩

田
作
や
着
物
姿
の
三
姉
妹

明

美

虹
色
の
光
孕
め
る
小
殿
原

由

美

田
作
や
話
終
え
た
る
老
農
夫

順

逆
光
の
灰
色
の
闇
冬
の
鹿

博

子

冬
ざ
れ
や
工
事
現
場
の
槌
の
音

厚

子

（
見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日

午
後

９
階
第
５
講
義
室
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

銀
色
の
日
々

大
西

亮

権
力
の
館
を
訪
ね
て

投稿コーナー

公
開
講
演
会
（
３
月
）

放
送
大
学
・
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂

14
時
～
16
時

茂木一衛先生

リタイアを機に、誘われていた「くら

りか」に加入したのが2007年であった。

「理科好きの子どもをふやそう」と、東

京都と神奈川県で小中学生向けにOBが集

まり始めた理科教室である。理科教室に

出てみると､子ども達が意外なほど熱心

に工作や実験をする姿が印象に残り、指

導するリタイアしたOBの方々も子ども達

とのふれ合いを心から楽しんでいた。驚

いたことに90歳を越えた方が子ども達に

話しかけ動き回る姿に､意欲と健康でさ

えあれば､いつまでも続けられるボラン

ティア活動と知った。

私の住む春日部市でも理科教室を開催

したいと会場を探し続け､児童センター

で毎月､理科教室を開催できることになっ

た。その後理科教室が増えてきて､開催

の度に遠方から春日部市までくらりか会

員に来てもらう方式に限界を感じて､埼

玉学習センターの在校生2名､地元の有志

3名の5名で「わくわく科学クラブ」を立

ち上げた。活動の資金はJSTの助成制度

を活用したが､2011年度末で助成制度が

廃止され､教材を販売するなど資金獲得

に努めたが､さほど収入を得られず資金

不足に苦しんだ。その後国立青少年教育

振興機構の助成を受けられることになり､

今日まで理科教室を続けることができた。

クラブの発足から7年が経ち､会員は10名

（男性7名､女性3名）となり､年間の教室

は50回､参加児童は1000名を越えた。こ

の間に､理科教室が縁でノーベル賞の白

川英樹先生に2度､春日部市で講演頂くな

どいくつもイベントを体験した。

理科教室では子どもたちと工作したオ

モチャを手作りして遊ぶ。オモチャは自

然の法則に従って動く。それぞれの法則

を実験をすることで自然への関心を高め､

「自然のふしぎ」を記憶に留めてほしい､

これがこの教室の狙いでもある。さらに

オモチャの仕組みや法則を理解して､工

夫を加えて遊んでもらえば言うことなし

である。工作するオモチャはポンポン水

蒸気船､シャボン玉など昔の子ども遊び

から､浮沈子やスライムなど初めて見る

ものなどいろいろある。いずれのオモチャ

も短時間で工作を完成させ､夢中で遊べ､

容易に仕組みを理解できるものを集めて

おり､いわば「ローテク玩具」ばかりで

ある。材料は牛乳パックやペットボトル

など､子どもたちの身近にあるか､安価に

入手できるものである。工作したオモチャ

を家に持ち帰り､遊んで壊したら修理を

したり､作り直したり､工夫することもで

きる。教室に参加した子どもから､教室

で作ったオモチャで帰宅後も遊んだ様子

を聞くことがあり､活動の手ごたえにう

れしくなる。

教室の終了後の反省会では､次々と課

題がでてくる。改良の日は続くが､会員

相互の懇親の場にもなり､改良を話し合

い検討するのも楽しい。初期の頃の課題

にパワーポイントを親しみ易いものにす

ることがあった。当時のPPTには講師の

メモを兼ねた説明を載せたが､小学生に

は読むのがつらい。そこでタイトルなど

最小限の文字を残し､説明文を絵に変え

紙芝居化した。次に長いスライドを整理

し説明の時間を短縮し､ゆとりを持たせ

た。また､無意識に使用する原子､偶力な

どの科学用語は小学生には難解なものば

かりである。これは子どもたちに分るレ

ベルの説明後に使用することにした。ま

た､普段使っている接続､計測､観察など

のいわゆる「漢字2文字」の名詞の意味

は小学生の低学年生には分らないことが

多いため､「話し言葉」を使用するよう

努めることにした。これまでの取り組み

を列挙すると会員の力で授業の改良の跡

をたどることができ､これからも楽しく

分りやすい授業をすることで､「理科好

きの子どもをふやそう」との目的に向け

て活動を続けたいと改めて考えている。

子ともたちと楽しむ
寺子屋式の理科教室

関谷完夫

金属や紙などの円板を使い
磁石で釘を多く持ち上げる実験中
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